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問�　
説
明
会
で
子
ど
も
た
ち

の
声
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
た
の
か
。

答　
参
加
約
100
名
の
う
ち
子

ど
も
は
17
名
。
説
明
会
後

に
個
別
相
談
の
時
間
を
設

け
た
。

問�　
不
登
校
児
の
学
習
支
援
の
た
め
、
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
っ
た
配
信
や
録
画
視
聴
の
取
組
を
進
め
る

べ
き
で
は
。

答�　
配
信
・
録
画
は
学
校
差
が
あ
る
が
、
準
備
を
進
め
て

い
る
。

問�　
定
員
の
30
名
を
超
え
た
場
合
や
年
度
途
中
の
転
入
の

受
け
皿
は
ど
う
整
え
る
か
。

答�　
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
個
別
に
教
育
相
談
等
を
行

う
。
年
度
途
中
の
転
入
に
つ
い
て
は
、
後
期
で
の
受
入

れ
を
検
討
す
る
。

問�　
民
間
で
実
績
の
あ
る
人
材
を
教
員
や
校
長
に
登
用
で

き
な
い
か
。

答�　
教
員
は
免
許
保
持
者
を
基
本
と
し
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
等
で
外
部
講
師
を
活
用
す
る
。
校
長
等
の
登
用

に
つ
い
て
は
県
教
委
に
一
つ
の
意
見
と
し
て
伝
え
る
。

問�　
高
校
と
の
連
携
は
。

答�　
高
校
等
を
所
管
す
る
機
関
へ

の
情
報
提
供
、
周
知
を
図
る
。

問�　
将
来
の
展
望
は
。

答�　
現
時
点
で
新
た
に
学
校
を
増

や
す
検
討
は
し
て
い
な
い
が
来

年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し

て
学
び
過
ご
せ
る
学
校
を
目
指

し
て
い
る
。

▼�

水
道
料
金
改
定

問�　
20
％
の
料
金
値
上
げ
が

市
民
生
活
に
ど
う
影
響
す

る
と
考
え
る
か
。

答　
口
径
13
ミ
リ
で
１
か
月

当
た
り
の
使
用
量
が
20
ト

ン
の
世
帯
の
場
合
、
現
行
料
金
３
１
０
３
円
が
３
７
０

０
円
か
ら
３
７
９
０
円
に
な
る
試
算
で
、
値
上
げ
幅
は

600
円
か
ら
700
円
と
な
り
、
物
価
上
昇
が
続
く
中
で
の
料

金
値
上
げ
は
市
民
生
活
の
多
岐
に
わ
た
っ
て
影
響
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問�　
生
活
が
苦
し
く
料
金
が
払
え
な
い
、
払
う
の
が
難
し

い
と
い
う
方
へ
の
対
応
は
。

答�　
す
ぐ
に
水
道
を
止
め
る
こ
と
は
せ
ず
相
談
期
間
を
設

け
、
個
別
の
事
情
を
き
め
細
か
く
お
聞
き
し
、
分
割
納

付
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
お
客
様
に
寄
り
添
い
な
が
ら

丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
く
。

▼�

教
職
員
の
性
暴
力
へ
の
対
応

問�　
教
職
員
の
児
童
生
徒
へ
の
性
暴
力
を
防
止
す
る
た
め

の
対
応
策
は
。

答�　
児
童
生
徒
を
撮
影
す
る
際
に
個
人
の
機
器
を
使
用
し

な
い
こ
と
や
撮
影
し
た
画
像
の
指
定
場
所
へ
の
保
存
、

連
絡
に
は
教
職
員
の
個
人
端
末
や
私
的
ア
カ
ウ
ン
ト
を

使
わ
な
い
こ
と
を
徹
底
す
る
ほ
か
、
性
暴
力
被
害
相
談

窓
口
の
周
知
、
児

童
生
徒
の
セ
ク
ハ

ラ
調
査
や
全
て
の

小
中
高
等
学
校
で

教
育
環
境
の
総
点

検
な
ど
を
実
施
す

る
。

問�　
水
道
の
三
原
則
と
は
何

か
。

答　
水
道
法
の
第
１
条
で
は
、

清
浄
に
し
て
豊
富
低
廉
な

水
の
供
給
を
図
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
水
道

の
質
が「
清
浄
」で
あ
る
こ
と
。
量
が「
豊
富
」で
あ
る
こ

と
。
そ
の
対
価
が「
低
廉
」で
あ
る
こ
と
が
水
道
の
三
原

則
と
さ
れ
て
い
る
。

問�　
緩
速
ろ
過
と
急
速
ろ
過
の
違
い
は
。

答�　
緩
速
ろ
過
は
原
水
の
濁
度
が
低
く
、
良
質
な
場
合
に

採
用
さ
れ
る
浄
化
処
理
方
法
で
、
緩
速
ろ
過
で
は
対
応

が
で
き
な
い
場
所
で
は
急
速
ろ
過
が
採
用
さ
れ
る
場
合

が
多
い
。

問�　
雨
水
を
活
用
し
た
田
ん
ぼ
ダ
ム
と
は
。

答�　
水
田
の
排
水
口
に
堰せ

き

板い
た

な
ど
を
設
置
し
大
雨
の
際
に

雨
水
を
時
間
を
か
け
て
排
水
す
る
こ
と
で
下
流
域
の
洪

水
被
害
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
で
あ
る
。

問�　
緩
速
ろ
過
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
で
施
設
維
持
管
理
費
が
縮
減
さ
れ
、
水
道
料
金
改
定

に
お
い
て
も
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答�　
本
市
の
水
道
施
設
の
状

況
や
原
水
に
合
っ
た
浄
水

処
理
方
法
な
ど
を
検
討
し

た
結
果
、
長
府
浄
水
場
更

新
事
業
で
は
急
速
ろ
過
を

採
用
し
て
い
る
。
そ
の

時
々
で
最
適
な
方
法
を
採

用
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

み
ら
い
下
関

東
城　
し
の
ぶ

学びの多様化
� 学校について

公
明
党

恵
良　
健
一
郎

水道料金改定／
教職員の性暴力対応

市
民
連
合

濵
岡　
歳
生

水道事業への
� 提言

今
月
号
で
は
９
人
の
議
員
の
一
般
質
問
に
着
目
し
ま
す
。
そ
の
他
の
議
員
の
一
般
質
問
の
質
問
項
目
に
つ
い
て
は
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
第
３
回
定
例
会
で
は
26
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。）

施設更新が進む長府浄水場

下関市「学びの多様化学校」の概要
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※ＴＮＲ：Trap（トラップ）猫を捕獲し、Neuter（ニューター）不妊手術を実施後、Return（リターン）元の場所に戻す。

▼�

今
後
の
対
策

問　
投
票
所
は
空
調
設
備
の

あ
る
施
設
に
変
更
が
可
能

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る

か
。

答　
同
一
施
設
で
の
開
設
が

原
則
だ
が
、
地
元
自
治
会
の
要
望
が
あ
り
、
必
要
機
能

等
の
諸
条
件
を
満
た
す
施
設
が
あ
れ
ば
変
更
可
能
。

問�　
避
難
所
に
も
空
調
設
備
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

答�　
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
教
室
の
空
調
が
最
優
先

だ
が
、
今
後
、
先
進
地
の
調
査
を
行
い
、
設
置
手
法
の

検
討
を
行
う
。

▼�

飼
い
主
の
い
な
い
猫
と
犬
の
対
策
強
化

問�　
令
和
７
年
１
月
の
意
見
交
換
会
の
結
果
を
ど
う
整
理

し
ど
う
実
現
し
て
い
く
の
か
。

答�　
意
見
を
内
容
で
分
類
し
、
Ｔ
Ｎ
Ｒ（
※
）の
実
現
に
向

け
て
協
議
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問�　
ふ
る
さ
と
し
も
の
せ
き
応
援
寄
附
金
の
活
用
は
。

答�　
動
物
愛
護
管
理
施
策
は
基
金
の
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
事
業
の
検
討
を
し
て
い
る
。

問�　
地
域
猫
の
Ｈ
Ｐ
や
冊
子
の
検
討
結
果
は
。

答�　
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
を
行
っ
て
お
り
、
完
成
後
は

広
報
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

問�　
猫
の
適
正
飼
養
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
。

答�　
地
域
猫
活
動
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
後
に
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
見
直
し
に
着
手
し
た
い
。

問�　
動
物
愛
護
団
体
や
個
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
負
担
軽
減
に

向
け
た
検
討
は
。

答�　
既
存
制
度
の
拡
充
な
ど
、

動
物
愛
護
団
体
の
負
担
軽
減

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼�

水
道
料
金
の
値
上
げ

問　
値
上
げ
幅
を
圧
縮
す
る

た
め
に
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
や
Ｄ
Ｘ
化
、
適
正
な

受
益
者
負
担
、
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
な
ど
の
新
た
な

収
入
源
の
確
保
等
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

答�　
ご
指
摘
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

問�　
値
上
げ
幅
を
圧
縮
す
る
た
め
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
の
検
討
は
。

答�　
今
の
と
こ
ろ
、
考
え
て
い
な
い
。

▼�

公
共
交
通
対
策

問�　
内
日
線
と
員
光
線
の
バ
ス
路
線
廃
止
に
伴
う
交
通
空

白
地
区
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
今
回
の
実
証
バ
ス
運
行

事
業
だ
け
で
は
な
く
、
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
他
の
交
通

モ
ー
ド
も
含
め
て
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

答�　
デ
マ
ン
ド
交
通
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
も
含
め

て
検
討
し
て
い
く
。

問�　
内
日
線
の
運
行
形
態
と
し
て
、
住
民
と
の
意
見
交
換

を
踏
ま
え
、
石
原
～
新
下
関
の
間
で
降
車
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
客
席
が
13
人
と
な
る

た
め
満
席
の
場
合
の
対
応
は
。

答�　
次
の
便
に
乗
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
な
る
。

問�　
定
期
や
回
数
券
は
利

用
で
き
ず
、
す
べ
て
現

金
支
払
い
に
な
る
の
か
。

両
替
機
は
。

答�　
現
金
の
み
で
両
替
機

の
予
定
は
な
い
。

※�

女
性
活
躍
、
児
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
も
質
問

問�　
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
地

観
光
の
受
入
体
制
は
ど
う

か
。

答　
多
く
の
乗
客
が
安
全
で

円
滑
に
移
動
が
で
き
る
よ

う
長
州
出
島
に
待
合
施
設

を
整
備
す
る
ほ
か
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
到
着
す
る
下
関

駅
で
の
誘
導
や
ア
プ
リ
に
よ
る
市
内
商
業
観
光
施
設
へ

の
案
内
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
寄
港
地
観
光
の
満
足
度

向
上
に
努
め
て
い
く
。

問�　
旅
行
地
の
食
文
化
を
楽
し
む「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
」を
推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答�　
本
市
で
は
観
光
客
が「
ふ
く
食
文
化
」に
触
れ
て
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
多
数
提
供
し
て

お
り
、
今
後
も
こ
れ
ら
を
広
く
情
報
発
信
す
る
と
と
も

に
、
旅
行
会
社
を
対
象
と
し
た
Ｆ
Ａ
Ｍ
ツ
ア
ー
の
行
程

に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
食
を
通
じ
た
誘
客
促
進
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問�　
近
年
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
ブ
ー
ム
を
受
け
、
オ
ー
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
海
峡
ゆ
め
広
場
の
さ
ら
な
る
利
活
用
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

答�　
飲
食
店
な
ど
の
設

置
に
対
す
る
需
要
を

調
査
す
る
た
め
、
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
事
業
者

を
対
象
に
令
和
７
年

11
月
末
ま
で
広
場
の

使
用
料
を
減
免
し
、

意
見
聴
取
を
行
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
広

場
の
利
用
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

創
世
下
関

星
出　
恒
夫

空調のない投票所と
�避難所対策ほか

み
ら
い
下
関

安
岡　
克
昌

観光客受入体制

み
ら
い
下
関

香
川　
昌
則

水道料金の値上げ／
� 公共交通対策

キッチンカーでの出店の様子

水道料金の比較（市民説明会資料を基に作成）

空調設備のない学校体育館
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問�　
豊
北
地
域
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
取
り
組
む
前
の
豊
北
町

の
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。

答　
高
齢
化
率
は
58
％
を
超

え
、
空
き
家
な
ど
も
増
え
、
多
く
の
若
者
の
流
出
に
よ

り
、
年
間
の
出
生
数
は
10
人
程
度
で
あ
る
。
次
世
代
に

つ
な
ぐ
若
者
世
代
の
極
端
な
減
少
な
ど
か
ら
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
、
崩
壊
も
危
惧
さ
れ
て
い
た
。

問�　
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
住
民
の
意
識
を
変
え
る
た
め

の
取
り
組
み
と
成
果
は
。

答�　
新
た
に
組
織
さ
れ
た
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
協

力
し
合
い
、
新
し
い
地
域
価
値
の
創
出
に
つ
な
が
る
前

向
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
で
あ

る
。

問�　
こ
の
事
業
の
成
果
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
こ
れ
か

ら
の
取
り
組
み
は
。

答�　
滝
部
地
区
で
の
モ
デ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
他
の
地
区
へ

も
波
及
し
始
め
て
お
り
、
着
実
に
根
づ
き
つ
つ
あ
る
。

豊
北
地
域
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
成

果
を
長
期
的
に
継
続
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
、
住
民
が
主
体
と
な

っ
た
本
気
の
再
生
に
向

け
て
伴
走
支
援
や
情
報

発
信
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
と
と
も
に

今
後
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

※�

下
関
市
の
農
業
振
興
と

民
間
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
も
質
問

▼�

市
民
説
明
会

問�　
説
明
会
の
目
的
は
。

答�　
料
金
改
定
の
検
討
状
況

と
必
要
性
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
あ
る
。

問　
参
加
者
が
少
な
す
ぎ
る

が
目
的
は
達
成
さ
れ
た
の
か
。

答�　
説
明
会
参
加
者
92
人
の
う
ち
72
人
が「
理
解
で
き
た
」

と
答
え
て
お
り
、
一
定
の
成
果
は
上
が
っ
て
い
る
。

▼�

市
民
生
活
へ
の
影
響

問�　
水
道
料
金
で
最
も
使
用
が
多
い
の
は
ど
こ
か
。

答�　
口
径
13
～
25
ミ
リ
で
は
１
か
月
当
た
り
10
ト
ン
以
内

が
最
も
多
い
。

問�　
例
え
ば
単
身
世
帯
な
ど
の
使
用
量
は
８
ト
ン
程
度
だ

が
、
そ
の
場
合
、
水
道
局
案
の
料
金
改
定
率
は
。

答�　
１
か
月
当
た
り
の
使
用
量
が
８
ト
ン
の
場
合
で
は
改

定
率
は
30
・
８
％
に
な
る
。

問�　
水
道
事
業
維
持
の
た
め
に
制
度
の
在
り
方
を
議
論
す

る
必
要
を
感
じ
る
が
、
国
に
対
し
て
は
何
を
求
め
て
き

た
か
。

答�　
日
本
水
道
協
会
を

通
じ
て
水
道
事
業
に

対
す
る
財
政
支
援
の

拡
充
や
水
道
関
係
予

算
の
確
保
な
ど
を
求

め
て
い
る
。

問�　
料
金
改
定
に
伴
う

市
民
生
活
へ
の
経
済

的
支
援
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
。

答�　
慎
重
に
考
え
な
く

て
は
い
け
な
い
。

▼�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
や
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
が
行
う
イ

ベ
ン
ト
の
情
報
収
集
、
提
供

問�　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
の
各

地
区
の
取
り
組
み
の
情
報

集
約
は
。

答�　
補
助
事
業
の
実
績
と
し
て
各
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事

は
把
握
し
て
い
る
が
、
発
信
を
目
的
と
し
た
情
報
収
集

は
行
っ
て
い
な
い
。

問�　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
情
報
集
約
は
。

答�　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
と
同
様
だ
が
、
し
も
ま
ち
ア
プ
リ

を
通
じ
て
、
各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
情
報
発
信
で
き

る
状
態
で
あ
る
。

問�　
今
後
の
情
報
発
信
は
部
局
横
断
的
な
情
報
収
集
や
提

供
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
今
後
の
方
針
は
。

答�　
各
種
情
報
資
源
を
１
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
一
元
管

理
し
、
各
種
広
報
媒
体
へ
連
携
す
る
な
ど
、
体
制
を
見

直
し
た
い
。

▼�

消
防
団
ア
プ
リ
の
導
入

問�　
現
状
の
消
防
団
の
出
動
要
請
方
法
は
。

答�　
防
災
メ
ー
ル
等
で
周
知
す
る
と
と
も
に
、
各
分
団
長

へ
連
絡
す
る
。

問�　
消
防
団
ア
プ
リ
は
火
災
箇
所
や
消
火
栓
な
ど
が
分
か

り
、
利
便
性
が
高
い
と
考
え
る
が
、
他
市
で
の
導
入
事

例
と
課
題
は
。

答�　
県
内
で
は
、
山
口
市

と
光
市
で
導
入
さ
れ
て

い
る
。
課
題
と
し
て
は
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等

の
導
入
経
費
や
個
人
情

報
な
ど
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
上
の
諸
課
題
が
あ
る
。

日
本
共
産
党

桂　
誠

豊北地域リノベー
ションのまちづくり

創
世
下
関

阪
本　
祐
季

地域を支える
� 団体とDX

無
所
属

本
池　
涼
子

水道料金の
値上げについて

滝部につくられたシェアビレッジ

出典：情報整備局株式会社、「S.A.F.E.サイト」
　　　（http://gcd.main.jp/safelp/）

消防団アプリの一例

市民説明会の開催状況（参加者合計92名）
開催日 会場 参加者数

８月１日（金） 豊田総合支所 ５名
８月２日（土） 豊北総合支所 ０名（中止）
８月３日（日） 長府東公民館 ９名
８月４日（月） 生涯学習プラザ 10名
８月５日（火） 勝山公民館 19名
８月６日（水） 川棚公民館 24名
８月７日（木） アブニール ９名
８月８日（金） やすらガーデン 16名

議会だより　 令和７年　第３回定例会
（会期：９月１日～９月３０日）　一般質問 � （4）



一般質問の質問項目

議会からのお知らせ

※LNGバンカリング：バンカー船と呼ばれる専用船を用いて、洋上の船にLNG（液化天然ガス）燃料を補給すること

※
掲
載
の
順
番
は
質
問
順
で
す
。

▪
早
川　
幸
汰（
無
所
属
）

◦
庁
内
業
務
量
調
査

▪
井
川　
典
子（
創
世
下
関
）

◦
魚
食
の
普
及
促
進

◦
あ
ぁ
！
関
露
水

▪
河
野　
淳
一（
公
明
党
）

◦
多
子
世
帯
の
大
学
等
授
業
料
等
無
償
化

◦
墓
地
管
理

▪
桧
垣　
徳
雄（
日
本
共
産
党
）

◦
総
合
体
育
館
と
下
関
運
動
公
園
の
管

理
・
運
営
・
活
用

◦
水
道
料
金
の
値
上
げ 

ほ
か

▪
片
山　
房
一（
日
本
共
産
党
）

◦
学
校
統
廃
合
計
画

◦
水
道
料
値
上
げ 

ほ
か

▪
秋
月
美
佐
子（
公
明
党
）

◦「
儲
か
る
農
業
」へ
の
取
り
組
み

▪
山
野　
陽
生（
み
ら
い
下
関
）

◦
下
関
北
九
州
道
路
に
附
帯
す
る
周
辺
道

路
等
の
整
備

◦
庁
内
の
横
断
的
な
連
携
ほ
か

▪
竹
村　
克
司（
無
所
属
）

◦
中
心
市
街
地
交
通
円
滑
化
対
策
事
業
ほ
か

▪
坂
本　
晴
美（
公
明
党
）

◦
災
害
対
応

◦
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

▪
江
村　
卓
三（
創
世
下
関
）

◦
入
札（
総
合
評
価
方
式
等
）

◦
上
水
道
事
業
の
現
状
ほ
か

▪
吉
村　
武
志（
創
世
下
関
）

◦
し
も
の
せ
き
Ｓ
Ｄ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ（
仮
称
）

ほ
か

▪
田
中　
義
一（
み
ら
い
下
関
）

◦
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業

◦
交
通
空
白
対
策
実
証
事
業

令
和
６
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
第
３
回
定
例
会
で
は
、
一
般
・
特
別

会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

令
和
６
年
度
の
市
の
施
策
が
適
切
で
効

率
的
に
行
わ
れ
た
か
審
査
し
ま
し
た
。

　
特
別
委
員
会
で
は
、
不
用
額
の
発
生

し
た
事
業
に
対
し
、
広
報
の
仕
方
や
事

業
の
進
捗
状
況
な
ど
を
確
認
し
た
ほ
か
、

下
関
市
の
人
口
動
態
に
つ
い
て
、
令
和

５
年
度
に
比
べ
転
出
者
数
が
転
入
者
数

を
上
回
る
社
会
減
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
、
本
市
が
取
り
組
ん
で
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
人
口
減
少
対
策
の
成
果
に

よ
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
す
る
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
引
く
物
価
高

騰
な
ど
が
市
民
生
活
に
影
響
を
与
え
て

い
る
た
め
、
市
民
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
市
民
生
活
に
密
着
し
た
施
策

を
要
望
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

先
進
事
例
を
視
察

　
常
任
委
員
会
で
は
、
先
進
的
な
施
策

を
実
施
す
る
他
の
自
治
体
へ
の
視
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。
視
察
の
成
果
は
、
本

市
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
市
へ
の
提

言
等
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

【
総
務
委
員
会
】５
月
19
日
〜
５
月
21
日

・
人
口
減
少
対
策�

（
宮
崎
県
都
城
市
）

・
通
学
路
等
に
設
置
し
た
防
犯
カ
メ
ラ

�

（
大
阪
府
箕
面
市
）

・
人
材
育
成
制
度�

（
大
阪
府
池
田
市
）

【
経
済
委
員
会
】７
月
28
日
〜
７
月
30
日

・
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
の
受
入
れ
・
誘
致

�

（
石
川
県
金
沢
市
）

・
地
域
の
人
事
部
＠
燕
の
取
組

�

（
新
潟
県
燕
市
）

・
沼
垂
テ
ラ
ス
商
店
街

�

（
新
潟
県
新
潟
市
）

【
文
教
厚
生
委
員
会
】７
月
29
日
〜
７
月
31
日

・
こ
ど
も
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
支
援

�

（
兵
庫
県
神
戸
市
）

・
ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業

�

（
岡
山
県
総
社
市
）

・
高
松
型
地
域
共
生
社
会
構
築
事
業

�

（
香
川
県
高
松
市
）

【
建
設
消
防
委
員
会
】７
月
30
日
〜
８
月
１
日

・�

都
市
公
園
等
の
整
備
・
管
理
方
針
及

び
民
間
活
力
の
導
入
事
例

�

（
大
阪
府
吹
田
市
）

・�

老
朽
危
険
空
家
等
の
対
策
に
関
す
る

条
例�

（
兵
庫
県
姫
路
市
）

・
水
道
料
金
の
改
定�（
岡
山
県
岡
山
市
）

議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

10
月
14
日（
火
）に『
誰
も
言
わ
な
い

日
本
と
下
関
の「
実
力
」』と
題
し
て
、

株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所 

主
席
研

究
員 

藻
谷
浩
介
氏
よ
り
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▪
下
村　
秀
樹（
無
所
属
）

◦
火
の
山
再
編
整
備
の
投
資
効
果

◦
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り
込
み 

ほ
か

▪
林　
　
昂
史（
み
ら
い
下
関
）

◦
彦
島
地
区
の
今
後

◦
下
関
北
九
州
道
路
の
整
備
促
進
に
向
け

て 

ほ
か

▪
秋
山　
賢
治（
市
民
連
合
）

◦
Ｌ
Ｎ
Ｇ
バ
ン
カ
リ
ン
グ（
※
）

◦
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
避
難

▪
宮
野　
直
樹（
無
所
属
）

◦
安
岡
小
学
校
の
教
育
環
境

◦
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

▪
村
中　
良
多（
み
ら
い
下
関
）

◦
バ
ス
路
線
の
代
替
交
通
の
実
証
実
験

◦
豪
雨
な
ど
災
害
に
つ
い
て 

ほ
か

●�

第
３
回
定
例
会
で
は
次
の
議
員
も
一
般
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

第３回定例会に関する
記者会見を行いました。

　第３回定例会終了後に記
者会見を行い、各常任委員
会での審査の概要について
報告しました。

議会カレンダー

▲ �会見の様子は�
こちらから

12月定例会
12月２日（火）
�～ 12月17日（水）
午前10時開議予定
詳しい会期日程は

こちら

議会だより　 令和７年　第３回定例会
（会期：９月１日～９月３０日）　一般質問（5）



【所属委員】
委員長：吉村 武志　副委員長：秋月 美佐子
関谷 博、林 真一郎、山下 隆夫、田中 義一、
林 昂史、本池 涼子、桂 誠

【所属委員】
委員長：星出 恒夫　副委員長：河野 淳一
木本 暢一、桧垣 徳雄、板谷 正、阪本 祐季
下村 秀樹、秋山 賢治

公民館の空調設備の改修について
� 【教育委員会】

下関市実証バス運行事業に関する条例
� 【都市整備部】

文教
厚生

建設
消防

＊�第３回定例会において常任委員会（総務委員会、経済委員会、文教厚生委員会、建設消防委員会）が審査した議案及び執
行部から常任委員会にあった報告について主な内容をお知らせします。

【概要】 長府公民館、王喜公民館、吉田公民館及び吉見公民館の
空調設備の改修に関する補正予算議案を審査しました。

【主な質疑】
問：�空調設備だけでなく、トイレについても使用できない公民館
がある。早急に修繕する必要があると思うが、今後の対応は。

答：�限られた予算の中で優先順位を決めて実施している。今回
は空調設備の改修を優先的に実施するが、トイレについて
も来年度予算で要求するなど修繕する方向で検討したい。

第４期下関市立学校適正規模・適正配置基本計画の策定について
� 【教育委員会】

【概要】 市立小・中学校の規模や配置の適正化に向け、市として
の基本的な考え方や具体的な方策を示した「下関市立学校適正
規模・適正配置基本計画」の策定について、報告がありました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・�廃校後の学校跡地の活用については、部局横断的な体制で取
り組むよう要望がありました。
・�学校の統廃合により、子どもたちにどのような影響があった
のか、検証を求める意見がありました。

【概要】 令和７年９月末をもって廃止されるバス路線（内日線・員光
線）において、代替交通手段の検証を行うことを目的とした実証バ
ス運行事業を実施するために必要な事項を定める条例議案を審査
しました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・�内日線や員光線と同様に今後も廃止が検討されるバス路線が出
てくることが考えられるため、バス事業者から情報収集を行い、
将来を見据えた施策を検討してほしいとの要望がありました。

水道料金改定の検討状況について　 【上下水道局】
【概要】 令和８年４月１日から平均改定率20％の水道料金の改定を
検討していることについて報告を受けました。上下水道局からは
経営審議会での審議状況や市民説明会で出された市民からの質問
や意見などについて説明がありました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・�今後の料金改定に伴う負担軽減のため、原水購入量の見直しや
水道施設耐震化に関する国庫補助金の拡充要望など、さらなる
事業経費の削減に向けて検討するよう意見がありました。

運行開始した実証バス（内日線）

計画で示された適正化の組み合わせ

文洋中、向洋中 豊田下小、西市小、
豊田中

関西小、桜山小 室津小、誠意小、
豊洋中

本村小、西山小、
玄洋中

宇賀小、小串小、
川棚小

吉田小、王喜小、
木屋川中 豊北小、豊北中

楢崎小、岡枝小 ■：小中一貫教育の検討対象

市民説明会の様子

議会だより　 令和７年　第３回定例会
（会期：９月１日～９月３０日）　委員会報告 � （6）



【所属委員】
委員長：村中 良多　副委員長：宮野 直樹
林 透、香川 昌則、安岡 克昌、片山 房一、
恵良 健一郎、早川 幸汰

【所属委員】
委員長：坂本 晴美　副委員長：山野 陽生
戸澤 昭夫、濵岡 歳生、江村 卓三、
井川 典子、東城 しのぶ、竹村 克司

窓口業務受付時間の短縮　 【総務部】

下関市魚食の普及推進に関する条例
� 【農林水産振興部】

※下関水産物五大ブランド：本市を代表する水産物「ふく」「うに」「くじら」「いか」「あんこう」

経済

総務

▪委員会の審査の概要 ＱＲコードからすべての委員会の録画中継を
ご覧になれます。

【概要】 持続可能な行政サービスの確保や職員の働き方改革の一
環として、市役所本庁舎等の窓口業務の受付時間について、現
行の「８時30分から17時15分まで」を「９時から16時まで」に短
縮する方向で検討しているとの報告を受けました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・�委員会に提出された資料では、受付時間の短縮の妥当性を判
断することができないとの意見が出されたため、資料の追加
提出を求め、委員会として再度報告を受けることとしました。

支所窓口機能見直し検討業務 　【市民部】
【概要】 支所の窓口業務量の増加や複雑化を受け、支所機能や取扱業
務の抜本的な見直しを行うことを目的として、現状分析や支所業務
再編案の提案等を専門的なノウハウを有する事業者に委託するため
の費用に関する補正予算議案を審査しました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・�見直しの結果によっては支所機能の集約化や小規模支所の統合と
いった結論になることが懸念されるため、住民サービスの低下に
つながることがないようにしてほしいとの要望がありました。

【概要】 下関市の水産業の持続的発展や市民の健康増進等を目的
として、関係機関の連携推進や市・事業者の役割、新たに「魚食
の日」などを定める条例の制定について審査しました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・�魚食の普及のため、具体的にどのような活動を想定している
かを確認したほか、下関水産物五大ブランド（※）のうち、ウ
ニとイカについては「魚食の日」として定められていないため、
それらについても制定するよう要望がありました。

唐戸市場再整備プロジェクトチームの設置について　 【農林水産振興部】
【概要】 唐戸市場を大規模改修するに当たり、卸売市場機能に加え、
観光、地域振興、まちづくりの機能を含めた検討を統合的に行
うために、複数部局を横断する形で「唐戸市場再整備プロジェク
トチーム」を設置することについて報告を受けました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・�複数部局を横断し連携するプロジェクトチームとして、これ
が本市の他の事業においても模範となり、しっかりと機能を
果たし、よりよい再整備を期待する意見が出されました。

時間帯 来庁者数 来庁割合
８：30～  ９：00 2,129人 3.9％
９：00～ 11：59 20,498人 37.3％
12：00～ 12：59 5,782人 10.5％
13：00～ 15：59 21,468人 39.1％
16：00～ 16：29 2,734人 5.0％
16：30～ 16：59 1,910人 3.5％
17：00～ 17：15 366人 0.7％

合計 54,887人 ー
時間帯別の来庁者数・来庁割合

（令和６年度　市民サービス課来庁者調べ）

安岡支所窓口
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第３回定例会の議案の議決結果／賛否の公表
■�第３回定例会では、市長提出議案43件について審議が行われ、そのうち32件については、全会一致で�
可決されました。なお、賛否が分かれた議案は以下のとおりです。

議案番号 結果 件　　名

第116号 認定 令和６年度下関市一般会計歳入歳出決算の認定について

第117号 認定 令和６年度下関市港湾特別会計歳入歳出決算の認定について

第118号 認定 令和６年度下関市臨海土地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について

第121号 認定 令和６年度下関市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

第123号 認定 令和６年度下関市観光施設事業特別会計歳入歳出決算の認定について

第124号 認定 令和６年度下関市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

第127号 認定 令和６年度下関市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

第134号 認定 令和６年度下関市ボートレース事業会計決算の認定について

第135号 可決 令和７年度下関市一般会計補正予算（第４回）

第156号 可決 工事請負契約締結について（火の山山麓立体駐車場整備設計施工業務）

諮問第２号 同意 人権擁護委員候補者の推薦について

※賛成・反対の双方があった議案に対する各議員の賛否については以下のとおりです。

会派名
議員名

議案番号

みらい下関 創世下関 公明党
市議団 市民連合 日本共産党

下関市議団 無所属

林　
真
一
郎

木
本　
暢
一

戸
澤　
昭
夫

田
中　
義
一

香
川　
昌
則

安
岡　
克
昌

板
谷　
　
正

東
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ぶ

村
中　
良
多

林　
　
昂
史
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陽
生

関
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博

林　
　
　
透

江
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卓
三

星
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夫

井
川　
典
子

吉
村　
武
志
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本　
祐
季

恵
良
健
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郎

坂
本　
晴
美

河
野　
淳
一

秋
月
美
佐
子

山
下　
隆
夫

濵
岡　
歳
生

秋
山　
賢
治

桧
垣　
徳
雄

片
山　
房
一

桂　
　
　
誠

本
池　
涼
子

下
村　
秀
樹

竹
村　
克
司

宮
野　
直
樹

早
川　
幸
汰

第116号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○

第117号、第118号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○

第121号、第127号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × ○ × ○ ○

第123号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

第124号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × ○ ○

第134号、諮問第２号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ○ ○

第135号、第156号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

※議長は表決に加わらないため「－」と表示しております。
※その他の表記は次のとおりです。
　（「〇」：賛成　「×」：反対　「棄」：棄権）

全会一致で可決された議案を含む
議案全体の議決結果については 
こちらからご確認ください。

注１）議員と会派名：令和７年第３回定例会時点／会期：９月１日から９月30日まで
注２）「ＱＲコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です

� （8）議会だより　 令和７年　第３回定例会
（会期：９月１日～９月３０日）　議決結果


